
 

 

学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 

このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に基

づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会 議 名  恵那特別支援学校 学校運営協議会  （第２回） 

 

２ 開催日時  令和６年１０月１６日（水）９：３０～１１：３０ 

 

３ 開催場所  知新会館（恵那特別支援学校隣接） 

 

４ 参加者 会  長  市岡 知訓  当校ＰＴＡ会長 

副 会 長  宮地 喜義 岩村地域学校協働活動 推進委員 

籠橋 美憲 岩村コミュニティセンター 三学塾塾長 

加藤 愛子 地域住民(岩村城女太鼓代表) 

齋藤 寿久 日中一時支援事業 りんごクラブ（管理者） 

鈴村 由香 障害者地域支援センター 結        

長谷川則子 認定ＮＰＯ法人かがやきキッズクラブ（理事長 施設管理者） 

渡邉 康正  明知鉄道株式会社（代表取締役 専務） 

       

学校側 三島 祥江 校長  

    渡辺 敏昭 事務部長 

保  義博 教頭  

      久保 恭子 小学部主事 

      後藤 正樹 中学部主事 

      片山 麻紀 高等部主事 

      野村恵美子 教務主任 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）協議について 

   学 校：協議のテーマ「地域とともにある学校づくり」  

協議の進め方について 

各学部の取組について 

学校アンケート（保護者）の結果について 

高等部作業製品の価格変更や新製品について 

 （２）グループ協議 

①地域資源・人材活用の検討や児童生徒の地域参画、地域貢献の在り方 

意見１ 恵那特別支援学校が、地域の学校として位置づいている。街中でも挨拶ができる生徒が多

い。 

意見２ ６月実施の「岩村町クラフトフェア」に恵那特別支援学校が参加してもらえてよかった。

岩村の町にもっと出てきて活躍する場を提供したい。来年度は、作業製品の販売や喫茶コー

ナーなどできると良い。 

意見３ ３月開催の「岩村町ひな祭り」のオープニングで、岩邑中学校の生徒と一緒に太鼓の演奏

ができるとよい。共通の曲が練習できるように計画している。 



意見４ ＰＴＡとしてもぜひ協力したい。 

学校  明知鉄道を利用して登下校している生徒の見守りを岩村町の本町通りの方に依頼するには

どのように進めるとよいか。 

意見５ コロナ以降、小学校の見守り隊がなくなっている。どのようにお願いをするとよいか小学

校とも連携をして検討する。 

意見６ 文化や芸術面では、岩村コミュニティセンターの講座や人材を大いに活用してほしい。 

 

  ②子どもたちの今と将来の自立と社会参加のための教育の充実、支援の在り方 

意見１ 特別支援学校に通うようになって、自信をもって生活できるようになってきた。また、仕

事に向かう姿勢がよいと聞いている。 

意見２ 就労支援だけでなく、生活力を身に付けることにも、引き続き力を注いでほしい。 

意見３ 放課後等デイサービス利用時に、買い物や外出をしていても「知らない」ことが多い。学

校であれば、じっくり取り組むことができるので、余暇の充実も進めていくこと大切である。 

意見４ 公共交通機関を利用する力は生活を拡げていく上で大切な力である。 

意見５ 放課後等デイサービスと学校間で情報交流ができるとよい。 

意見６ 進路の取組についての成果が出てきているが、引き続き生徒や保護者も一緒に進路を考え

る機会を多く設定することが大切である。 

 

６ 会議のまとめ 

・運営協議委員の方々の意見や力を借りて、地域とのつながりのある活動を増やすことができている

ことにも良い評価をいただけた。 

・児童生徒が活躍できる地域資源や人材活用のための具体的な提案を得られた。 

・卒業後に地域で豊かな暮らしを送れるよう、公共施設の活用や余暇活動の充実に取り組んでいき 

 たい。 

・本会議で得られた課題や具体的な提案について、すぐに取り組めること、引き続き協議が必要なこ 

と、時間をかけて実現していくことに整理し、実現可能なところから取組を進めたい。 


